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我々は、水素結合能を有するカテコ

ールをテトラチアフルバレン (TTF) 

に縮環させた電子ドナー分子を基盤

とした有機伝導体の開発研究を行っ

ている[1-6]。これまでに、エチレンジ

チオ  (EDT) 基を有する誘導体 

H2Cat-EDT-TTF (右上図) を用いて、

ドナー分子のみからなる純有機伝導

体 [2-4, 6] や閉殻無機アニオンとの電荷移動塩 [1] の合成に成功し、水素結合とπ電子の相

関に由来する興味深い物性・現象を見いだした。 

これらの研究をさらに発展させるために、続いて我々は、H2Cat-EDT-TTFと電子アクセプ

ター分子からなる電荷移動錯体に着目した。特に、水素結合能を有する電子アクセプター分

子との錯体において、ドナー・アクセプター分子間での電子移動と水素結合の共存・連動に

興味が持たれる。本発表では、合成に成功した新規電荷移動錯体の構造と物性について報告

する。 
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